








要約:肝型糖原病の長期予後を改善するためには,食事療法が最も重要であり,治療の良否

の判定には身長発育,血糖,肝機能などが指標として使用されているが,Ⅰ型糖原病の腎障

害が報告されているので,本年度は肝型糖原病 7 例の腎機能とコントロールの良否とを比

較した。また,正常に発育した女子患者では妊娠,出産に関する管理が必要と考えられたの

で,自験例をもとに,その管理についても検討した。 


